
一
以
惨
)
が
い
る
が
、
彼
に
つ
い
て
は
、
同
じ
宗
派
に
属
す
る
哲
学
者

詩
人
ナ
ー
ス
ィ
レ
・
フ
ス
ラ
ウ
(
一
 
0
七
0
以
降
没
)
と
著
名
な
地
理
学

者
・
天
文
学
者
ビ
ー
ル
ー
ニ
ー
(
九
七
三
1
 
-
 
0
五
0
以
降
没
)
が
、
輪

廻
思
想
を
説
い
た
と
報
告
し
て
い
る
(
二
人
に
ょ
る
ス
ィ
ジ
ス
タ
ー
ニ
ー

へ
の
言
及
は
 
Z
少
曾
ミ
ズ
ケ
仁
m
岳
三
~
ミ
爲
~
,
武
讐
§
.
§
霊
.
仂
選
て
区
一
中

ヨ
讐
.
一
ヨ
勘
鳥
土
讐
二
(
↓
子
姦
=
.
三
讐
冨
N
,
一
則
N
N
冨
三
m
冨
,
三
三
=
聟
Z

三
勢
急
ず
、
§
師
)
.
で
.
器
即
区
ゆ
ヨ
、
鄭
ミ
ミ
§
讐
§
豊
.
イ
曾
§
 
N
-
,

ズ
=
器
牙
頴
ず
(
鎮
,
C
讐
岳
.
一
誘
ヨ
三
■
岳
二
容
一
m
ル
、
ン
§
曾
一
0
智
ゆ
 
0
二
・

含
岳
一
ゆ
)
、
弓
.
一
一
N
,
=
゛
三
ン
一
,
則
冨
昌
山
§
讐
爲
.
ゞ
~
ミ
~
.
爲
:
山
詮

山
R
ミ
ミ
之
＼
§
え
ミ
黄
§
、
、
§
.
~
之
§
§
ト
~
.
ミ
額
ミ
、
、
へ
§
§
§
y

冴
ミ
ミ
慧
ヌ
へ
讐
§
慧
伽
、
ト
隱
鍵
伽
爲
ミ
山
捻
谷
§
践
之
＼
~
ミ
ミ
§
゛
ミ

山
.
、
.
~
郭
匂
◎
.
ゆ
ユ
.
同
.
仂
習
=
N
仁
(
司
岳
=
河
氏
一
N
ヨ
ご
曾
=
、
=
功
牙
三
ゆ
一
又

牙
ゆ
=
易
§
て
0
{
ン
語
ず
片
,
-
m
-
N
ヨ
片
如
念
含
え
里
芽
ゆ
一
0
=
N
言
名
0
一
{
,

⑩
習
鼬
 
0
0
ゆ
子
ゆ
 
d
巳
ぐ
ゆ
誘
三
、
一
途
W
)
、
で
.
W
N
 
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
輪
廻

の
問
題
に
つ
い
て
は
本
稿
は
以
下
の
研
究
に
基
づ
く
。
エ
.
一
曾
今
=
、

、し

゛
三
3
五
暑
牙
=
、
、
守
0
 
三
m
 
則
=
輿
一
調
ず
§
易
一
昇
一
0
=
 
0
{
竺
,
m
三
m
品
ヨ
、
m

入
ミ
＼
ミ
・
ミ
§
.
§
]
、
三
仂
.
出
.
 
Z
N
巽
曾
五
罫
ン
ヨ
ヨ
益
N
N
S
 
(
ゆ
身
.
)
、

山
誌
山
譜
§
§
一
之
＼
、
§
.
§
§
ミ
 
N
.
詮
、
、
勢
~
.
R
 
ぐ
0
-
.
 
N
 
(
C
X
{
0
ミ
曾
五

Z
●
乏
 
K
0
牙
 
O
X
{
又
五
ご
ヨ
ぐ
n
誘
一
q
 
司
「
ゆ
誘
、
§
一
)
、
毛
.
↓
↓
,
司
即
冬

K
N
号
一
言
四
、
ン
冨
イ
N
、
合
ず
巴
'
如
三
m
慈
ヨ
讐
ル
三
ゆ
月
ヨ
で
賃
今
0
忠
巴
、

ヨ
~
選
ミ
R
 
ぐ
爲
§
:
、
§
勢
§
辻
魯
ミ
之
＼
、
選
＼
露
§
、
§
譜
 
K
讐
§
,

ミ
F
ゆ
区
含
、
則
.
一
.
星
三
途
9
毛
.
]
W
-
,
露
刈
則
.
乏
N
牙
9
、
'
.
↓
語

ご
0
号
昌
ゆ
0
一
三
ゆ
お
言
仂
て
ハ
ケ
0
m
あ
三
一
m
-
N
a
.
、
、
ヨ
乏
.
弱
.
国
N
=
N
O
N
=
ユ

辻
.
勺
.
一
豆
ゆ
(
ゆ
ユ
m
.
)
.
~
仏
~
禽
ミ
~
.
へ
切
ミ
詩
仇
、
符
R
弐
ミ
ミ
へ
§
ミ
器
＼

山
§
§
合
ゆ
区
含
、
団
.
〕
.
如
二
三
途
一
)
.
弓
.
器
9
N
器
)
。
ま
た
ス
ィ
ジ

「
岡
倉
天
心
と
イ
ン
ド
」
と
い
う
課
題
設
定
は
、
方
法
論
上
、
極
め
て

面
倒
な
処
理
を
要
求
す
る
。
一
方
で
日
本
で
の
所
謂
「
岡
倉
天
心
」
研
究

は
、
軟
叩
も
含
め
て
汗
牛
充
棟
。
し
か
も
大
東
亜
丑
条
圈
か
ら
敗
戦
後
に

至
る
思
想
史
研
究
上
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
問
題
の
皮
膜
を
捨
象
し
て
対
象
に

接
近
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
に
等
し
い
。
他
方
で
、
日
本
に
お
け
る
イ
ン

ド
研
究
は
、
古
く
は
仏
教
関
係
、
近
代
イ
ン
ド
は
地
域
研
究
に
重
点
が
置

か
れ
、
{
谷
易
に
岡
倉
の
行
状
と
の
接
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
れ
に
は
先
述
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
障
壁
も
加
味
さ
れ
、
こ
れ
ら

両
者
の
競
合
の
結
果
、
一
方
で
目
本
側
の
岡
倉
に
関
す
る
常
啓
イ
ン
ド

で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
ず
、
反
対
に
イ
ン
ド
の
政
治
思
想
史
.
近
弌
美
術

史
の
動
向
は
、
日
本
側
で
は
断
片
的
に
し
か
把
握
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
0

と
り
わ
け
本
圭
白
が
後
半
で
取
り
上
げ
る
ヴ
ィ
ヴ
エ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
に
つ
い

て
は
、
近
代
イ
ン
ド
宗
教
・
思
想
に
お
け
る
そ
の
重
要
さ
ゆ
え
に
、
か
え

つ
て
全
貌
を
捉
え
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
理
解
に
は
近
代
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
改
革
運
動
へ
の
確
実
な
知
識
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
宗
教
生
活
へ
の

理
解
植
民
地
下
で
の
政
治
社
会
状
況
の
把
握
な
ど
が
必
須
の
条
件
と
な

る
0
本
書
は
こ
う
し
た
厄
介
な
初
期
条
件
を
乗
り
越
え
た
う
え
で
、
一
繞

者
に
も
理
解
可
能
な
平
易
か
つ
卓
抜
な
論
証
と
議
論
展
開
に
ょ
り
、
い
ま

ま
で
架
橋
す
る
こ
と
が
不
可
能
だ
っ
た
分
野
を
鳥
瞰
す
る
こ
と
に
成
功
し

て
い
る
。
日
本
関
係
の
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
た
情
報
を
、
日
本
の
一
般
読

者
に
は
ほ
と
ん
ど
馴
染
み
の
な
い
イ
ン
ド
側
の
情
報
と
釣
り
合
い
の
と
れ

た
叙
述
に
盛
り
込
む
こ
と
は
、
著
者
以
外
の
研
究
者
に
は
、
現
段
階
で
は

ほ
ぼ
不
可
能
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
研
究
者
向
き
の
よ
り

ス
タ
ー
ニ
ー
は
人
間
と
異
種
の
動
物
の
問
の
輪
廻
(
マ
ス
フ
ヨ
器
豆

を
否
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
 
F
N
区
0
=
.
号
凸
=
.
、
や
.
↓
9
 
ご
N
,

五
ゆ
一
仁
=
四
 
0
で
.
鼻
.
、
カ
.
三
乏
巴
オ
典
、
 
0
で
.
鼻
.
、
弓
.
N
W
心
,
N
誤
)
、
ド
ゥ
ル

ー
ズ
派
の
教
義
に
も
「
不
義
者
へ
の
腹
の
書
簡
」
に
見
る
よ
う
に
人
問

の
魂
の
異
種
動
物
へ
の
輪
廻
を
否
定
す
る
と
い
う
同
様
の
教
深
見
ら
れ

る
(
本
き
旦
一
八
頁
)
。
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
で
は
輪

廻
田
慈
は
正
統
教
説
で
は
な
か
っ
た
が
、
ナ
ー
ス
ィ
レ
・
フ
ス
ラ
ウ
と
ほ

ぼ
同
時
代
の
一
一
世
紀
の
ド
ゥ
ル
ー
ズ
派
が
ス
ィ
ジ
ス
タ
ー
ニ
ー
の
輪
廻

田
葱
に
触
れ
た
可
能
性
は
完
全
に
は
否
定
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
残
念
な

が
ら
ス
ィ
ジ
ス
タ
ー
ニ
ー
の
現
存
す
る
著
作
に
は
、
他
者
に
ょ
る
削
除
か

改
変
の
た
め
か
、
輪
廻
思
想
へ
の
明
確
な
議
論
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か

し
著
者
が
「
ド
ゥ
ル
ー
ズ
派
の
極
端
派
的
要
素
の
タ
タ
く
」
は
イ
ス
マ
ー
イ

ー
ル
派
か
ら
「
継
承
し
た
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ス
ィ
ジ
ス

タ
ー
ニ
ー
の
輪
廻
思
想
に
つ
い
て
も
留
意
す
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
細
か
い
と
こ
ろ
だ
が
、
巻
末
の
人
名
索
引
に
欧
米
人
の
、
ま
た
中

東
出
身
の
研
究
者
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
や
や
不
便
を
感
じ
る
。

本
書
の
本
文
中
に
ょ
く
言
及
さ
れ
る
号
m
ヨ
含
や
 
9
子
冒
な
ど
著
名

な
研
究
者
の
名
が
な
い
一
方
で
、
日
本
人
研
究
者
「
宇
野
昌
樹
」
の
み
が

米
手
げ
ら
れ
て
お
り
、
や
や
不
自
然
の
感
も
あ
る
。
欧
米
人
と
中
東
人
の
研

究
者
名
が
本
文
で
の
欧
文
表
記
に
合
わ
せ
て
イ
ン
デ
ツ
ク
ス
化
さ
れ
れ

ば
、
そ
れ
は
先
行
研
究
中
の
諸
説
の
参
照
を
よ
り
容
易
な
ら
し
め
、
読
者

の
益
に
供
す
る
で
あ
ろ
う
。

外
川
昌
彦
著

『
岡
倉
天
、
心
と
イ
ン
ド

1
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
が
生
ま
れ
る
ま
で
1
』

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
二
0
二
三
年
四
月
刊

四
六
判
,
Ⅶ
十
二
二
四
十
七
一
頁
三
六
0
0
円
+
税

賀
繁
美

本
書
は
、
天
心
.
岡
倉
覚
三
の
思
想
と
行
動
と
を
、
そ
の
イ
ン
ド
本
験

を
軸
に
再
検
証
し
、
従
来
の
日
本
思
想
史
や
日
木
美
術
史
の
枠
組
み
の
な

か
で
の
定
説
を
洗
い
直
し
、
研
究
史
の
偏
向
を
根
本
的
に
是
正
す
る
0
 
と

と
も
に
、
イ
ン
ド
地
域
研
究
の
成
果
を
そ
こ
に
添
わ
せ
る
こ
と
に
ょ
り
、

「
岡
倉
と
イ
ン
ド
」
で
は
な
く
、
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
岡
倉
」
と
い
う
斬
新

な
視
占
一
か
ら
、
植
民
地
治
下
の
イ
ン
ド
に
関
わ
る
岡
倉
の
位
置
づ
け
を
抜

本
的
に
刷
新
す
る
。
そ
れ
は
当
時
の
文
脈
の
再
構
成
に
基
づ
き
、
脱
直
民

地
主
義
の
今
日
の
理
論
的
動
向
に
も
目
配
せ
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
国
粋

主
義
者
、
超
国
家
主
義
者
と
し
て
の
「
天
心
」
像
の
思
想
史
的
限
界
を
商

出
し
、
近
代
の
世
界
思
想
史
の
枠
組
み
の
な
か
で
岡
倉
覚
三
の
再
認
識
を

促
す
。以
上
の
占
小
か
ら
、
、
評
者
は
、
本
書
を
永
年
の
惑
に
答
え
る
画
期
的
な

著
言
と
し
て
、
高
く
評
価
し
た
い
。
以
下
、
最
初
に
そ
の
成
果
を
要
約
し
、

紗
い
て
議
論
と
な
る
点
に
つ
い
て
評
者
の
見
解
を
述
べ
、
最
後
に
本
書
の

達
成
を
前
提
と
し
て
、
こ
の
課
題
が
今
な
お
抱
え
る
学
術
上
の
問
題
点
を

指
摘
し
た
い
0
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詳
細
な
情
扱
や
、
先
行
研
究
の
逐
一
に
つ
い
て
は
、
膨
大
と
い
っ
て
ょ
い

文
献
一
覧
と
そ
の
注
記
に
回
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
英
語
文
献
の
み
な

ら
ず
べ
ン
ガ
ル
語
文
献
も
駆
使
し
た
イ
ン
ド
に
お
け
る
現
場
検
証
に
関
し

て
は
、
別
途
、
著
者
に
ょ
る
学
術
論
文
を
再
録
し
た
専
門
書
の
刊
行
が
待

た
れ
る
。
一
般
書
の
体
裁
の
限
度
内
で
、
先
行
研
究
に
過
不
足
な
い
論
及

を
試
み
、
引
証
文
献
そ
れ
ぞ
れ
の
核
心
と
情
邦
の
新
規
さ
と
に
、
周
到
な

配
慮
が
簡
明
な
表
現
で
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。
茗
者
と
し
て
多
大
な
労
苦
が

あ
っ
た
も
の
と
拝
{
祭
さ
れ
る
。

二本
害
の
成
果
を
評
定
す
る
作
業
に
格
好
の
導
き
と
し
て
、
椹
木
野
衣
氏

に
ょ
る
優
れ
た
害
評
(
『
朝
日
新
聞
』
二
0
二
三
年
六
月
三
日
付
)
を
取

り
上
げ
た
い
。
こ
の
書
評
は
本
書
副
題
「
「
ア
ジ
ア
は
一
っ
」
が
生
ま
れ

る
ま
で
」
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、
以
下
三
点
を
適
切
に
指
摘
す
る
。
ま
ず
一

九
四
0
年
代
に
軍
部
や
国
粋
主
義
者
の
手
で
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
を
支
え

る
標
語
と
し
て
援
用
さ
れ
、
敗
戦
後
に
は
危
険
思
想
と
し
て
指
弾
さ
れ
た

「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
。
一
東
洋
の
理
相
幽
冒
頭
の
こ
の
句
は
、
実
際
に
は

覚
三
が
一
九
0
三
年
に
イ
ン
ド
途
遁
を
果
た
し
た
ス
ワ
ー
ミ
ー
・
ヴ
ィ

ヴ
エ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
説
く
「
不
三
一
元
論
」
註
く
曾
岳
の
説
を
自
己
流

に
敷
衍
し
た
も
の
だ
っ
た
。
つ
ぎ
に
、
覚
三
が
こ
の
イ
ン
ド
滞
在
で
得
た

確
信
か
ら
は
、
そ
れ
以
前
の
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
エ
ノ
ロ
サ
仕
込
み
の
へ
ー

ゲ
ル
哲
学
に
立
脚
す
る
歴
史
展
開
図
式
、
と
り
わ
け
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
明

東
漸
黒
着
駅
と
し
て
飛
鳥
・
奈
良
の
仏
教
美
術
を
理
解
す
る
見
方
か
ら

の
「
思
想
的
転
身
」
が
な
さ
れ
た
こ
と
。
第
三
に
こ
の
イ
ン
ド
認
誓
、

従
来
、
政
治
学
者
・
丸
山
眞
男
が
説
い
た
説
、
す
な
わ
ち
日
本
優
位
を
説

く
天
心
の
ア
ジ
ア
理
解
は
、
思
想
的
な
営
み
と
し
て
「
あ
る
致
命
的
な
箇

所
で
ル
ビ
コ
ン
河
を
渡
っ
て
い
た
」
と
す
る
木
昆
疋
的
な
評
価
に
、
根
底
的

な
問
い
直
し
を
迫
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
1
)
第
一
点
を
補
足
す
る
な
ら
、
外
川
は
覚
三
が
イ
ン
ド
で
初
め
て

ア
ジ
ア
の
同
胞
知
識
人
た
ち
と
一
詣
で
白
在
に
議
論
の
で
き
る
環
境
を
発

見
し
た
事
実
に
着
目
す
る
会
工
頁
)
。
そ
れ
が
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
と

の
確
信
を
醸
成
す
る
実
感
認
識
の
出
発
点
だ
っ
た
と
の
理
解
は
貴
重
だ

ろ
う
0
 
そ
の
う
え
で
、
ヴ
ィ
ヴ
エ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
と
の
コ
ル
カ
タ
郊
外
、

ベ
ル
ー
ル
の
僧
院
で
の
初
対
面
の
様
子
を
記
録
し
た
書
簡
に
早
く
も
簡
潔

に
言
及
さ
れ
た
「
不
三
元
」
豊
亘
畠
に
つ
い
て
は
、
池
田
久
代
や
山

口
静
一
も
説
く
と
お
り
、
覚
王
鳶
依
し
て
い
た
百
至
忌
示
僧
侶
丸
山
貫

長
の
説
く
「
不
二
真
教
」
と
の
符
合
も
見
落
と
せ
な
い
(
一
 
0
九
、
一
三

八
頁
一
山
口
静
一
『
真
言
僧
丸
山
貫
長
』
青
垣
書
店
、
二
0
二
三
年
、

四
六
八
1
四
七
0
頁
参
照
)
。
全
て
の
宗
教
が
ひ
と
つ
の
真
理
に
導
く
と

の
シ
ャ
ン
カ
ラ
に
由
来
す
る
ヴ
ィ
ヴ
エ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
教
義
は
、
シ
カ

ゴ
万
国
博
覧
会
に
併
設
さ
れ
た
世
界
宗
教
議
会
(
一
八
九
三
年
)
に
出
席

し
た
平
井
金
三
な
ど
も
復
唱
し
て
お
り
(
本
書
参
照
文
臥
吉
永
進
一

山
§
)
、
覚
三
は
お
そ
ら
く
は
イ
ン
ド
訪
問
以
前
か
ら
、
な
ん
ら
か
の
予

見
を
抱
い
て
い
た
も
の
と
、
評
者
ば
推
測
し
て
き
た
。
そ
の
確
証
を
得
た

覚
三
は
一
東
洋
の
理
相
ご
に
置
く
曾
雪
に
関
す
る
見
解
を
注
記
す
る
。

「
不
二
ご
兀
」
「
二
而
不
二
」
さ
ら
に
は
「
姥
我
一
如
」
な
ど
の
異
同
穿
難

は
今
慎
む
が
、
『
東
洋
の
理
墾
本
文
で
は
、
こ
こ
に
華
厳
教
学
に
由
来

す
る
帝
釈
天
の
帝
網
の
比
喩
も
混
渚
す
る
。

付
言
す
れ
ば
『
日
本
の
覚
醒
』
の
英
語
原
題
に
み
ぇ
る
ミ
哥
ヨ
品

の
証
問
冥
が
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ユ
ナ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
由
来
す
る
の
は
山
折
哲

雄
の
推
察
の
と
お
り
だ
ろ
う
(
一
 
0
 
一
頁
)
。
そ
れ
は
追
っ
て
日
露
戦
争

に
お
け
る
日
本
の
戦
勝
に
ょ
り
、
イ
ン
ド
や
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
を
含
む
「
ア

ジ
ア
の
覚
醒
」
を
待
望
す
る
思
潮
へ
と
増
幅
さ
れ
、
詩
人
タ
ゴ
ー
ル
な
ど

も
、
そ
の
潮
流
に
棹
さ
す
こ
と
と
な
る
。
パ
ン
カ
ジ
・
ミ
シ
ユ
ラ
『
ア
ジ

ア
再
興
1
帝
国
主
義
に
挑
ん
だ
志
士
た
ち
』
は
そ
こ
に
卓
抜
な
鳥
瞰
を

与
え
て
い
る
。
と
と
も
に
、
ヴ
ィ
ヴ
エ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
ら
に
ょ
る
シ
ャ
ン

カ
ラ
復
権
の
動
き
が
、
明
ら
か
に
岡
倉
の
『
東
洋
の
理
墾
『
茶
の
本
』

に
反
映
し
て
い
る
(
一
一
九
頁
)
。
そ
の
背
後
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
と

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
と
の
反
目
を
解
消
し
て
イ
ン
ド
国
民
と
し
て
の
「
国
民

統
合
」
「
ひ
と
つ
の
イ
ン
ド
」
の
覚
醒
を
図
る
う
え
で
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
の

亊
績
に
依
拠
し
よ
う
と
す
る
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ユ
ナ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
き
わ

め
て
現
実
的
な
政
治
判
断
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
見
一
洛
と
せ
ま
い
。
本
書
は

そ
の
概
要
に
つ
い
て
も
、
簡
燮
厶
展
望
を
与
え
て
い
る
。

他
方
、
と
り
わ
け
覚
三
が
イ
ン
ド
で
草
稿
を
認
め
た
「
わ
れ
ら
は
ひ
と

つ
」
(
一
九
三
九
年
に
『
東
洋
の
覚
醒
』
杓
壽
山
ミ
ミ
貸
゛
＼
↓
§
詞
旦

と
し
て
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
が
「
東
亜
新
秩
序
」
へ
の
預
言
と
し
て
「
岡
倉

天
心
」
神
話
の
核
を
構
成
す
る
)
で
の
力
ー
リ
ー
女
神
・
不
動
へ
の
唐
突

な
言
及
は
、
ヴ
ィ
ヴ
エ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
側
近
で
あ
っ
た
シ
ス
タ
ー
・
ニ

ヴ
エ
デ
ィ
タ
ー
の
著
作
か
ら
の
感
化
で
は
な
い
か
、
と
見
る
の
が
、
評
者

積
年
の
仮
説
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
菩
薩
行
」
に
つ
い
て
は
、
覚
三
は
ニ
ヴ

エ
ー
デ
ィ
タ
ー
と
の
会
話
の
な
か
で
言
及
し
て
お
り
、
彼
女
は
そ
れ
を
書

簡
さ
ら
に
は
自
著
で
活
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
あ
た
か
も
岡
倉

は
す
べ
て
一
方
的
に
イ
ン
ド
側
の
知
識
を
無
断
で
盗
用
し
た
か
の
ご
と

く
に
断
ず
る
若
桑
み
ど
り
の
英
文
論
文
が
知
ら
れ
る
が
(
子
亘
仁
器

三
区
0
二
、
ゞ
冒
昂
%
δ
三
一
仁
岳
一
=
曾
ヨ
て
曾
ル
 
Z
ヨ
ゆ
甜
含
芽
・
9
=
宕
選

ン
路
=
 
Z
昇
一
含
巴
易
ヨ
:
ヨ
如
.
↓
=
谷
=
N
(
霊
.
)
.
之
ミ
讐
選
↓
魯
§
.
辻
爲
ミ

、
§
勢
§
.
ミ
合
含
§
.
金
0
旦
 
9
一
ゆ
ヨ
N
-
、
§
C
)
.
毛
.
N
N
,
N
の
)
、

こ
の
論
考
は
、
天
心
を
思
想
的
天
敵
と
見
做
す
先
入
観
に
支
配
さ
れ
た
た

め
か
、
多
く
の
事
実
鰐
芙
遺
憾
な
が
ら
議
論
を
誤
ら
せ
て
い
る
。

(
2
)
本
書
は
、
イ
ン
ド
旅
行
以
前
の
ギ
リ
シ
ア
東
漸
説
に
ょ
る
法
隆

寺
匁
ど
が
、
イ
ン
ド
滞
在
を
経
て
変
更
を
被
っ
た
点
に
覚
三
の
「
転
向
」

を
指
摘
す
る
。
評
者
と
し
て
格
段
の
翌
ハ
論
は
な
い
が
、
転
向
と
い
う
よ
り

は
、
学
説
史
の
展
開
と
そ
れ
へ
の
岡
倉
の
知
識
の
深
化
に
と
も
な
う
軌
道

修
正
と
見
た
ほ
う
が
的
確
で
は
な
い
か
。
無
論
そ
こ
に
は
井
上
章
一
が
つ

と
に
指
摘
し
、
 
z
a
0
ヨ
マ
N
・
一
映
N
岳
m
三
仂
叉
0
ヨ
一
の
英
語
博
士
論
文
が
追

跡
し
た
ラ
ジ
エ
ン
ド
ロ
ラ
ル
・
ミ
ッ
ト
ロ
と
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
フ
ァ
ー
ガ
ス

ン
と
の
論
争
に
、
覚
三
が
イ
ン
ド
滞
在
で
蒙
を
啓
か
れ
た
と
い
う
事
情
が

絡
む
。
イ
ン
ド
美
術
と
り
わ
け
石
造
建
築
の
ギ
リ
シ
ア
起
源
説
へ
の
ミ
ッ

ト
ロ
の
反
証
は
、
イ
ン
ド
美
術
の
内
在
的
展
開
を
重
視
し
て
、
岡
倉
の
感

化
を
も
受
け
る
次
世
代
の
A
・
K
・
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ー
ミ
や
E
・
B

ハ

ヴ
エ
ル
ら
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
に
対
す
る
低
い
、
評
価
へ
と
受
け
継
が
れ
る
。

岡
倉
↓
壽
~
§
~
ミ
§
詞
爲
末
尾
の
ぐ
§
0
ミ
き
ヨ
三
牙
ヨ
、
R

旦
管
q
 
五
霊
牙
三
ヨ
0
三
が
そ
の
端
的
な
表
現
だ
が
、
そ
こ
に
は
同
時

代
か
ら
高
ま
る
国
民
主
義
的
な
機
運
も
競
合
し
、
ベ
ン
ガ
ル
分
割
令
へ
の

反
抗
か
ら
展
開
し
た
自
国
産
品
購
買
の
ス
ワ
デ
シ
運
動
も
雁
行
す
る
。
ヴ

イ
ヴ
エ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
死
去
の
あ
と
、
そ
の
後
継
者
の
あ
い
だ
で
ヒ
ン
ド

ウ
ー
至
上
主
義
の
傾
向
が
亢
進
す
る
折
節
も
見
ら
れ
た
が
、
こ
こ
に
伏
在

し
た
汎
印
度
主
義
は
、
大
英
帝
国
に
ょ
る
植
民
地
支
配
へ
の
対
抗
一
磊
で

も
あ
っ
た
。
岡
倉
の
『
東
洋
の
理
相
=
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
に
中
国
の
影

響
を
推
{
疋
し
、
こ
れ
は
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ス
ミ
ス
な
ど
か
ら
反
論
を
被
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り
、
覚
三
自
身
、
辛
亥
革
命
期
の
中
国
探
査
で
北
魏
仏
の
編
年
が
確
定
さ

れ
た
晩
年
に
は
、
自
説
の
非
を
自
覚
し
た
。
だ
が
漢
代
の
史
書
を
根
拠
と

し
た
こ
倫
見
に
は
、
西
欧
側
の
汎
希
蟻
主
義
や
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
汎

f
度
主
義
に
、
東
亜
の
中
華
文
明
圈
側
か
ら
対
抗
し
よ
う
と
し
た
覚
三
の

「
勇
み
足
」
を
認
め
る
こ
と
も
延
理
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
が
評
者
の
私

見
で
あ
る
。
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
大
王
の
事
績
を
根
拠
に
古
代
ギ
リ
シ
ア
か

ら
イ
ン
ド
へ
の
W
騨
を
肯
定
す
る
一
方
、
イ
ン
ド
か
ら
ギ
リ
シ
ア
へ
の
思

想
伝
掃
の
可
能
性
を
顧
慮
し
な
い
西
側
の
丹
嘉
の
偏
頗
性
を
、
ヴ
ィ
ヴ
エ

ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
、
鋭
く
論
理
的
に
批
判
し
た
(
一
八
六
頁
)
0
 
こ
の
西

側
の
自
己
中
心
主
義
が
、
大
英
帝
国
に
ょ
る
イ
ン
ド
支
配
を
、
学
術
の
名

に
ょ
っ
て
正
当
化
す
る
便
法
だ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
(
一
九
二

頁
)
。
一
東
洋
の
理
想
』
が
、
西
側
考
古
学
へ
の
反
論
と
し
て
、
同
一
の
論

理
構
造
を
忠
実
に
反
復
し
て
い
た
事
は
、
否
定
で
き
ま
い
0

付
言
す
る
な
ら
ぱ
、
覚
三
は
シ
カ
ゴ
万
国
W
谷
の
段
階
で
は
、
ヘ
ー

ケ
ル
に
ょ
る
ア
ジ
ア
文
明
停
滞
説
に
反
駁
す
る
た
め
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
ー
申

現
象
学
の
発
展
段
階
説
を
日
本
に
適
用
し
、
シ
カ
ゴ
会
場
の
鳳
凰
殿
で
、

平
安
.
室
町
.
江
戸
の
歴
史
的
展
開
を
意
図
的
に
展
示
し
た
こ
と
も
、
思

起
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
時
代
粘
神
の
自
己
展
閉
と
い
う
思
想
は
、
国
民

主
義
的
イ
ン
ド
美
術
史
言
説
の
構
築
に
も
神
益
し
た
(
二
0
三
頁
)
0
 
だ

が
こ
の
日
印
交
錯
の
視
点
は
、
古
甲
誤
注
『
新
訳
東
洋
の
理
想
1

岡
倉
天
心
の
美
術
田
趣
(
平
凡
社
、
二
0
三
二
年
)
以
前
の
解
読
に
は

欠
け
て
い
た
。

(
3
)
『
東
洋
の
理
相
止
は
、
そ
の
題
名
に
も
関
わ
ら
ず
、
も
つ
ぱ
ら
日

本
美
術
史
の
沿
革
に
終
始
す
る
。
従
来
、
そ
の
矛
盾
ぱ
か
り
が
取
り
沙
汰

さ
オ
て
き
た
だ
が
そ
う
し
た
鰯
釈
は
視
野
狄
窄
で
あ
り
(
古
田
前
易
書

解
説
)
、
本
書
の
愚
史
豊
義
を
二
重
に
見
落
と
し
て
き
た
0
 
一
方
で
、

日
本
列
島
は
東
洋
美
術
の
精
華
を
保
存
・
一
畜
積
し
集
約
し
た
「
東
洋
の
貯

蔵
庫
」
で
あ
る
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
東
西
両
洋
諸
地
域
に
及
ぼ
し
得
た
影

響
力
。
他
方
で
は
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
東
洋
の
盟
主
た
る
国
際
的
地
位
を

「
美
」
に
お
い
て
顕
揚
す
る
役
割
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
そ
の
美
土
織

顕
揚
と
、
政
治
的
な
版
図
拡
大
の
覇
権
と
が
同
根
だ
っ
た
の
か
、
と
の
問

い
だ
ろ
う
。
丸
山
眞
男
は
、
両
者
を
連
続
し
て
同
一
線
上
に
捉
え
、
天
心

は
守
る
べ
き
道
義
的
臨
界
を
越
え
た
と
断
罪
す
る
(
一
工
三
頁
)
0
 
ま
た

竹
内
好
は
「
放
射
能
を
ば
ら
ま
く
」
危
険
な
田
葱
永
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ

た
国
権
主
義
者
.
天
心
を
、
交
友
の
あ
っ
た
イ
ン
ド
の
詩
聖
タ
ゴ
ー
ル
と

比
べ
、
天
心
に
「
民
衆
を
発
見
で
き
な
い
」
欠
陥
を
指
弾
す
る
(
三
四

頁
)
。
だ
が
こ
の
評
定
は
一
釜
す
る
の
だ
ろ
う
か
?

他
な
ら
ぬ
タ
ゴ
ー
ル
の
証
一
言
が
、
竹
内
の
主
張
を
裏
切
る
。
イ
ン
ド
で

民
衆
の
用
い
る
粗
末
な
素
焼
き
の
ラ
ン
プ
に
覚
三
は
賛
嘆
の
念
を
隠
さ
な

0

そ
こ
か
ら
タ
ゴ
ー
ル
た
ち
は
、
民
衆
の
雑
器
に
美
の
顕
現
の
あ
る
こ

いと
を
学
ん
だ
の
だ
、
と
い
う
。
本
書
は
引
か
な
い
詩
人
最
後
の
訪
日
期
の

講
話
の
一
節
、
故
人
へ
の
追
善
と
は
い
え
、
「
徒
手
空
拳
」
(
二
一
六
頁
)

の
イ
ン
ド
滞
在
か
ら
何
が
発
芽
し
た
か
の
、
貴
重
な
目
撃
談
だ
ろ
う
0

こ
れ
は
西
洋
文
献
学
と
現
地
の
文
盲
に
対
す
る
理
解
に
も
関
わ
る
0
 
本

書
は
『
至
福
の
僧
院
』
全
ハ
ハ
ニ
年
)
の
著
者
と
し
て
著
名
な
作
家

ポ
ン
キ
ム
.
チ
ョ
ン
ド
ロ
が
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ユ
ラ
ー
に
代
表
さ
れ
る
ヴ
エ

ー
ダ
解
釈
に
敬
意
を
払
い
つ
っ
も
、
西
洋
文
献
学
が
イ
ン
ド
と
は
無
緑
な

こ
と
を
批
判
し
た
一
一
即
を
引
用
す
る
(
一
六
四
1
 
一
六
六
頁
)
0
 
ヴ
ィ
ヴ

エ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
も
同
様
の
思
想
を
共
有
す
る
が
、
そ
こ
で
は
『
マ
ハ

バ

ー
ラ
タ
』
な
ど
が
書
記
以
前
に
、
文
盲
の
民
の
口
頭
伝
承
に
ょ
っ
て

営
々
と
継
承
さ
れ
て
き
た
事
{
夫
が
注
目
さ
れ
る
。
『
東
洋
の
理
墾
に
も
、

文
盲
の
民
、
と
り
わ
け
母
親
に
ょ
っ
て
子
供
た
ち
に
伝
承
さ
れ
る
歌
一
型

祁
話
を
重
視
す
る
見
解
が
見
え
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
イ
ン
ド
現
地
で
の

加
筆
箇
所
で
あ
り
、
評
者
は
こ
こ
に
覚
三
と
ニ
ヴ
エ
ー
デ
ィ
タ
ー
と
の
対

話
の
痕
跡
を
確
認
し
て
き
た
。
ア
イ
ヌ
の
『
ユ
ー
カ
ラ
、
の
事
例
も
想
起

さ
れ
る
が
、
は
た
し
て
口
承
の
価
値
に
感
応
す
る
岡
倉
は
「
民
衆
を
発

見
」
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
?

つ
ぃ
で
「
放
射
能
」
だ
が
、
こ
う
し
た
扇
情
的
な
表
現
に
ょ
る
批
判

は
、
愚
史
研
究
上
の
讐
'
呈
す
る
。
本
書
は
そ
こ
に
、
文
化
人
類

学
者
.
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ル
の
 
N
如
含
々
理
論
を
適
用
し
(
一
一
六
、

三
四
頁
)
、
N
兇
昇
が
思
想
伝
播
の
網
の
目
の
中
で
い
か
な
る
応
答
を

一
発
し
た
の
か
に
注
目
を
促
す
。
も
と
よ
り
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
植
民
地
状

況
下
、
日
鉾
戦
争
以
前
の
段
階
で
表
明
さ
れ
た
覚
三
の
連
帯
表
明
に
、
帝

国
主
義
的
主
体
と
し
て
の
自
己
批
判
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
指
弾
す
る

の
は
、
時
代
舗
小
と
い
う
ほ
か
な
く
、
そ
れ
は
論
者
自
身
の
罪
障
感
免
責

の
た
め
の
仮
想
標
的
捍
造
、
「
な
い
も
の
ね
だ
り
」
以
上
の
無
理
無
体
な

要
求
だ
ろ
う
。
「
軍
国
日
本
の
精
神
構
造
」
に
始
ま
る
丸
山
政
治
学
が
、

こ
う
し
た
罪
懐
お
良
心
的
は
け
口
を
「
天
心
神
話
」
に
求
め
た
こ
と

も
、
現
時
点
で
は
明
白
だ
ろ
う
。
「
ル
ビ
コ
ン
河
」
は
帝
国
日
本
の
政
治

的
覇
権
に
ょ
る
「
超
国
家
主
義
」
の
思
想
史
的
濫
觴
な
ど
で
は
な
く
、
む

し
ろ
イ
ン
ド
や
多
様
な
る
ア
ジ
ア
へ
の
「
渡
河
」
の
契
機
で
は
な
か
っ
た

か
0

そ
う
一
矢
を
報
い
る
木
書
の
結
論
(
三
六
百
◇
§
者
は
賛
同
し

0

メ
し

Ξ天
心
.
岡
倉
覚
二
の
思
想
は
、
三
冊
の
英
語
著
作
、
さ
ら
に
と
り
わ
け

没
後
の
一
九
三
0
年
代
末
、
国
民
精
神
総
動
員
下
で
和
訳
と
原
文
翻
刻
と

で
刊
行
さ
れ
た
『
東
洋
の
覚
醒
』
を
含
め
て
比
較
考
量
す
る
と
、
相
互
の

記
述
に
矛
盾
が
タ
タ
く
、
首
尾
一
一
貝
し
な
い
、
と
の
指
摘
が
現
在
も
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
(
二
七
頁
)
。
だ
が
評
者
の
本
件
へ
の
見
解
は
き
わ
め
て
明

暸
で
あ
り
、
執
筆
時
期
、
対
象
と
な
る
読
者
の
違
い
、
出
版
に
要
請
さ
れ

た
時
事
的
な
状
況
へ
の
配
慮
、
の
三
者
を
検
討
す
れ
ぱ
、
そ
こ
に
必
然
的

な
推
移
を
読
み
取
ら
な
い
ほ
う
が
、
無
理
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
(
本
書
参

照
文
臥
稲
賀
§
W
豆
。
と
り
わ
け
『
東
洋
の
覚
醒
』
と
訳
さ
れ
る
手

稿
は
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
暴
力
的
革
命
運
動
を
も
視
野
に
い
れ
て
い
た
秘

{
縛
社
へ
の
関
与
の
な
か
で
秋
筆
さ
れ
た
形
跡
が
濃
厚
で
あ
り
(
六
二

百
C
、
ニ
ヴ
エ
ー
デ
ィ
タ
ー
が
親
友
・
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ン
.
マ
ク
ラ
ウ
ド

宛
の
書
簡
で
、
「
こ
れ
が
発
覚
す
れ
ぱ
自
分
た
ち
は
全
員
{
点
行
だ
」
と

(
そ
れ
白
体
、
摘
発
さ
れ
れ
ぱ
危
険
な
、
張
で
)
漏
ら
し
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
は
日
英
同
盟
締
結
直
後
の
執
筆
で
あ
り
、

も
と
か
ら
英
語
で
の
刊
行
な
ど
不
可
能
な
政
治
的
椒
文
ゆ
え
の
反
故
だ
っ

た
。
そ
の
三
六
年
後
の
没
後
濫
用
に
覚
三
は
青
<
任
を
負
う
べ
き
な
の
だ
ろ

う
か
?
「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
に
戻
る
と
、
ベ
ル
ー
ル
で
岡
倉
に
出
会

つ
た
ヴ
ィ
ヴ
エ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
、
「
長
ら
く
雜
れ
離
れ
に
な
っ
て
い
た

兄
弟
に
再
会
し
た
よ
う
だ
一
と
、
マ
ク
ラ
ウ
ド
に
述
懐
す
る
(
一
九
八

頁
)
、
自
分
た
ち
が
実
は
「
ひ
と
つ
」
だ
っ
た
と
の
深
い
感
慨
に
裏
打
ち

さ
れ
た
{
岳
邑
三
マ
に
疑
い
は
あ
る
ま
い
(
些
事
な
が
ら
評
者
の
関
連

す
る
複
数
の
英
需
文
は
、
本
書
文
献
表
か
ら
は
脱
落
)
。

こ
の
両
者
の
日
・
印
対
話
に
つ
い
て
は
、
残
る
史
券
限
界
か
ら
、
未
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解
決
の
課
題
が
残
る
。
ひ
と
つ
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
評
価
。
正
統
派
ヴ
エ

ダ
ー
ン
タ
学
派
か
ら
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
翌
<
端
の
仏
教
思
想
を
取
り
込
ん
だ

「
仮
面
の
仏
教
徒
」
と
誘
ら
れ
、
反
対
に
仏
教
運
動
{
永
か
ら
は
仏
教
を
ヴ

エ
ー
ダ
ー
ン
タ
の
う
ち
に
包
摂
し
て
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
の
終
爲
を
招

い
た
人
物
と
批
判
さ
れ
る
(
一
二
八
頁
)
。
ヴ
ィ
ヴ
エ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
は

こ
の
両
見
觧
を
和
解
さ
せ
、
統
合
を
目
指
し
た
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
、

そ
れ
が
岡
倉
と
の
発
端
の
意
気
投
合
の
所
以
だ
っ
た
こ
と
も
、
想
像
に
難

く
な
い
。
だ
が
ブ
ッ
タ
ガ
ヤ
を
奪
回
し
て
そ
の
復
興
を
巡
る
セ
イ
ロ
ン
の

ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
と
地
元
の
地
権
者
た
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
僧
院
長
マ
ハ
ン
ト

と
の
対
立
に
、
岡
<
肩
と
ヴ
ィ
ヴ
エ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
が
そ
れ
ぞ
れ
に
関
与
し

た
た
め
、
森
忠
か
紛
糾
し
た
こ
と
も
、
砕
実
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
に
並
行
し
て
、
一
九
0
二
年
二
月
に
は
、
こ
の
二
人
は

と
も
に
べ
ナ
レ
ス
を
訪
れ
、
そ
の
間
二
週
間
に
わ
た
り
、
緊
密
な
議
論
を

交
わ
し
た
痕
跡
が
あ
る
(
三
九
頁
)
。
一
方
で
ヴ
ィ
ヴ
エ
ー
カ
ー
ナ
ン

ダ
は
こ
の
直
後
に
「
大
乗
仏
教
」
 
K
N
亘
§
如
且
今
一
m
ヨ
と
い
う
術

語
を
書
簡
で
初
め
て
、
そ
れ
も
肯
定
的
に
用
い
て
お
り
、
他
方
で
岡
倉

は
、
日
木
仏
教
界
で
議
論
と
な
っ
て
い
た
「
大
乗
非
仏
説
」
に
知
悉
し
つ

つ
も
、
極
東
で
後
世
に
発
展
を
遂
げ
た
大
乗
仏
教
の
教
理
が
、
仏
陀
の
説

い
た
嘉
*
と
は
異
質
で
あ
り
な
が
ら
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

の
展
開
と
、
あ
る
並
行
性
を
示
す
こ
と
を
理
解
し
始
め
て
い
た
。
『
東
洋

の
埋
墾
や
『
茶
の
本
』
で
の
シ
ャ
ン
カ
ラ
へ
の
(
い
さ
さ
か
唐
突
な
)

言
及
や
称
賛
も
、
そ
の
査
証
だ
ろ
う
。
京
都
で
の
「
般
若
籍
蜜
多
会
」

開
催
計
画
の
準
備
の
た
め
イ
ン
ド
で
岡
倉
に
合
流
し
た
織
田
得
能
の
報
告

記
事
(
一
三
五
1
 
一
三
六
百
◇
も
、
そ
の
問
の
事
情
を
」
馨
き
す
る
よ
う

だ
。
だ
が
同
年
七
門
四
日
の
ヴ
ィ
ヴ
エ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
三
九
歳
で
の
死
去

序
章
第
1
部
公
益
信
託
、
マ
ー
ル
ワ
ー
リ
ー
、

第
1
章
公
益
信
託
を
支
え
る
{
示
教
的

司
法
的
嘉

と
と
も
に
、
そ
の
招
聰
計
画
は
崩
れ
、
会
議
計
画
も
結
局
は
頓
挫
す
る

(
本
書
姦
文
献
一
岡
木
佳
子
昼
ゞ
、
真
N
晨
)
。
逝
去
直
前
に
わ
ず
か

に
示
唆
さ
れ
た
に
と
ど
ま
る
同
師
の
「
全
面
革
命
」
の
あ
ら
ま
し
は
、
本

書
の
目
配
り
の
効
い
た
妥
当
性
高
い
復
元
推
測
(
一
三
六
頁
)
に
譲
り
た

だ
が
岡
倉
は
、
本
書
の
説
く
よ
、
つ
に
、
ス
ワ
ミ
の
遺
言
を
「
託
さ
れ

0

いる
」
(
一
三
六
頁
)
立
場
に
あ
り
得
た
の
だ
ろ
う
か
?
一
方
の
宗
教
志

向
と
他
方
の
現
世
志
向
と
。
そ
の
対
比
と
分
岐
と
は
、
マ
ク
ラ
ウ
ド
の
回

想
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。
国
際
宗
教
会
議
計
画
の
雲
散
霧
消
へ
の
無
念
。

そ
れ
が
事
後
、
本
件
に
岡
倉
が
生
涯
二
度
と
触
れ
な
か
っ
た
理
由
だ
っ
た

の
だ
ろ
、
つ
か
?

な
お
、
書
評
中
に
、
不
本
意
な
が
ら
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
」
「
イ
ス
ラ

ー
ム
教
徒
」
お
よ
び
「
イ
ス
ラ
ー
ム
圈
」
の
表
示
が
残
る
。
現
在
の
宗
教

学
、
社
会
研
究
で
は
、
不
正
確
で
あ
り
避
け
る
べ
き
と
さ
れ
る
赤
美

ゞ
、が
、
二
0
世
紀
初
頭
の
イ
ン
ド
や
ア
ジ
ア
の
政
治
地
理
的
状
況
の
記
述
の

た
め
、
簡
便
な
代
替
案
が
な
い
た
め
、
や
む
な
く
用
い
た
こ
と
を
お
断
り

す
る
。
ま
た
ヴ
ィ
ヴ
エ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
と
日
本
側
と
の
相
互
了
解
に
と
つ

て
最
大
の
障
害
と
な
っ
た
の
は
、
日
本
に
お
け
る
妻
帯
仏
教
の
{
益
を
ヴ

イ
ヴ
エ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
が
理
解
出
来
な
か
っ
た
点
に
あ
る
の
で
は
?
と
評

者
は
仮
定
し
て
い
る
。
識
者
の
ご
教
示
に
期
待
す
る
。

序
章
で
は
本
書
の
鍵
概
念
と
狙
い
が
説
明
さ
れ
る
。
公
益
信
託
と
は
、

公
の
利
益
に
資
す
る
目
的
の
た
め
に
寄
付
を
受
け
た
人
物
が
受
託
者
と
し

て
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
財
産
を
管
理
す
る
権
利
を
託
さ
れ
る
と
い
う

制
度
で
あ
る
。
寺
院
へ
の
寄
進
は
神
(
本
尊
)
へ
の
寄
進
と
み
な
さ
れ
、

本
尊
の
代
理
人
と
し
て
受
託
者
が
そ
の
財
を
公
益
に
資
す
る
よ
う
管
理
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
一
八
六
三
年
宗
教
基
金
法
施
行
後
、
公
益
信
託

が
寺
院
運
営
主
体
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
法
は
ま
た
、
司

祭
や
参
拝
者
に
受
託
者
を
監
視
し
信
託
義
務
違
反
を
告
発
す
る
役
割
を
与

え
た
。
現
代
イ
ン
ド
で
は
信
教
の
自
田
祭
祀
の
自
由
が
憲
法
で
保
障
さ

れ
て
い
る
が
「
公
の
秩
序
、
道
徳
、
衛
生
」
に
反
し
て
は
な
ら
ず
、
公
的

機
関
な
ど
が
寺
院
運
営
を
巡
っ
て
介
入
し
て
き
た
。
先
行
研
究
の
多
く
は

寺
院
の
あ
り
方
を
「
国
{
永
に
ょ
る
規
制
と
対
抗
す
る
寺
院
」
と
い
う
二
項

対
立
で
捉
え
て
き
た
が
、
本
書
は
個
々
の
組
織
や
人
々
を
「
利
害
関
係

者
」
と
し
て
描
き
出
す
こ
と
で
寺
院
の
あ
り
か
た
を
形
作
る
プ
ロ
セ
ス
を

明
ら
か
に
す
る
。

工

田
中
鉄
也
著

『
揺
り
動
か
さ
れ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
土
寸
院

1
現
代
イ
ン
ド
の
世
俗
主
美
サ
テ
ィ
ー
女
神
、

寺
院
の
公
益
性
1
』

サ
テ
ィ
ー
女
神

祭
口
的
な
基
金
を
め
ぐ
る

志
賀
美
和
子

本
書
の
著
者
で
あ
る
田
中
鉄
也
氏
は
長
年
、
イ
ン
ド
北
西
部
ラ
ー
ジ
ャ

ス
タ
ー
ン
州
出
身
で
故
地
を
離
れ
て
活
躍
す
る
商
人
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
で
あ

る
マ
ー
ル
ワ
ー
リ
ー
の
{
示
教
実
践
を
、
同
州
ジ
ユ
ン
ジ
ユ
ヌ
ー
県
に
所
在

す
る
ラ
ー
ニ
ー
.
サ
テ
ィ
ー
土
寸
院
(
以
下
R
寺
院
)
お
よ
び
シ
ャ
ク
テ

イ
.
ダ
ー
ム
.
ケ
ー
ル
(
以
下
K
寺
院
)
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
考
察
し
数
タ
タ

く
の
論
考
を
発
表
し
て
き
た
。
本
書
は
そ
の
集
大
成
で
あ
る
と
同
時
に
、

「
公
益
」
に
資
す
る
寺
院
を
巡
っ
て
様
々
な
組
織
や
人
び
と
が
関
与
し
寺

院
の
あ
り
方
自
体
を
変
え
て
い
く
様
を
解
明
し
た
労
作
で
あ
る
。
以
後
、

各
章
の
内
容
を
紹
介
し
た
上
で
、
評
者
の
希
望
を
込
め
た
所
感
を
述
べ
て

い
き
た
い
。
な
お
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

春
風
社
二
0
二
三
年
三
月
刊

二
七
六
十
美
ぐ
三
頁
四
0
0
0
円
十
税

A
5
判

第
2
章
マ
ー
ル
ワ
ー
リ
ー
と
宗
教
的
・
慈
善
的
な
基
金

第
3
章
サ
テ
ィ
ー
女
神
を
規
制
す
る
と
い
う
こ
と

第
Ⅱ
部
公
益
に
左
右
さ
れ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院

第
4
章
公
益
と
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
と
の
あ
い
だ

第
5
章
新
た
な
利
害
関
係
者
と
寺
院
管
理
の
変
容

第
Ⅲ
部
公
益
を
飼
い
な
ら
す
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院

第
6
章
揺
れ
動
く
公
益
性

第
7
章
多
元
化
す
る
寺
院
の
公
益
性

終
章
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